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			foreword,

			
 
			ラジオドラマは、1925年のラジオ放送の開始と同時に始まったと言われています。その後もっぱらAMラジオの独壇場だったラジオドラマを、音質のクリアなFM放送で作ってみたい、と思ったのは1997年のことでした。その時考えたのは、シーンごとの繊細なSE（効果音）で構成するのではなく、FM放送らしくBGMに意味を持たせて作れないか、ということ。そのためには、まずBGMが洋楽であること（邦楽は歌詞が先行してしまい、リアル過ぎてNG）、シーンに合った曲調と同時に、邦題も原題も選曲の重要なポイントであること。曲によってシーン転換に意味を持たせる、ということでした。ですから、原題や歌詞をある程度ご存知の方が聴くとニヤリとされる部分もあるかも知れません。また、FMらしく、透明感あふれるドラマにしたかったので、固有名詞はなるべく使用せず、主人公の男女にも名前はつけずに、”彼と彼女のラブストーリー”としました。1997年の放送当時は、バイクメーカーがスポンサーについていたこともあり、毎回バイクが登場するストーリーになっています。ただ、バイク通の方から見れば、とてもバイクストーリーとは呼べないほど、バイクのディテールにこだわっていません（笑）。逆に言えば、バイクにまったく興味のない皆さんにこそお読みいただきたい、とってもキュートなラブストーリーです。

			ところで、作者は当時から人気沸騰のイラストレーター、わたせせいぞうさんの大ファンで、読めばわかると思いますが、文体その他に少なからず影響を受けています。そのため、文の中には（自分勝手に）わたせさんにオマージュを捧げたつもりの作品がたくさんあります。本当はジェシィやmisakoにも登場して欲しかったくらいですから。お時間があれば、そんな”わたせさん”アイテムやワードを探してみてください。

			タイトルにした曲名は、ストーリーを書くときと実際のオンエア時にBGMとして使用した曲です。物語を読んで曲が浮かんできたら、タップしてiTunesで視聴したり入手していただければ幸いです。

			では、皆さんお気に入りの音楽をバックグラウンドに流してお読みください。やさしい風が貴方の元へ届きますように。

			
 
														K.Yuasa

			
 
			※ ラストの2篇は、物語の20年後を描いた新作です。名古屋を代表する声優の、日比野正裕さんと石黒志伸さんに実際にドラマ化していただきました。サウンドをタップして、耳でもお楽しみください。
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			#1ーTake It Easyー

			

			
 
			「風になりたい・・・」

			それが彼女の口癖だった。

			彼女と初めて出会ったのはちょうど1年前。

			ツーリングクラブへ参加した彼女は

			とても眩しかった。

			月に1度のツーリング。

			ハイウェイを走り、林道を抜け、海へ、山へ。

			緑の中で笑顔がとても輝いていた。

			季節が変わり始めた頃、

			僕たちの関係が少し変わった。

			「2人で風になれたらいいのに」

			

			
 
			季節はめぐり、ツーリングクラブは解散。

			彼女もバイクを降りた。

			そのかわり、僕のタンデムシートが

			彼女のシートにかわった。

			たった1台のツーリングは、

			決して急がず、ゆっくりと。

			そう、それは僕たちの仲のように。

			「車の助手席はナビシートって言うんでしょ。じゃあ、バイクの後ろは？

			・・残念。”風のシート”よ」

			風の中の特等席で、僕たちは風になっていた。
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			postscript,

			

			
 
			いかがでしたでしょうか？バイクをテーマにした28篇のLove Stoty。もしお気に召しましたら、K’s STUDIOのFacebookにて「いいね！」を押していただけると嬉しいです。同じく、Twitterのフォローもよろしくお願いします！

			

			

			
 
			#Special Thanks,

			■日比野正裕…

			■石黒志伸…
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